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学校関係者評価報告書 

平成２９年３月１７日 

新宿区立四谷学校 学校関係者評価委員会 委員長 

１ 学校関係者評価委員会の活動実績 

月日 会場 協議内容等 

7月 ９日 四谷小会議室 １学期教育活動報告と１回目学校評価の実施について 

12月 19日 四谷小会議室 ２学期教育活動報告と１回目学校評価の結果及び２回目実施について 

2月 27日 四谷小会議室 １年間の教育活動報告と２回目学校評価の結果について 

 

２ 評価結果                  Ａ：十分達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：次年度以降に期待 

評価項目 重点目標 評価 所見 

確かな学力
の育成 

教員が指導法の
具体的な改善を
行い、自己の目標
をもち、主体的に
学ぶ子を育てる。 

Ｂ 

・自己申告の授業観察で、アクティブラーニングに迫る方法を
明記した指導案をもとに授業の振り返りを行った。主体的で対
話的な学びになるように授業改善の努力が見られる。 
・授業の中で実物投影機等のＩＣＴ機器が活用され、児童が視覚的
に分かりやすい授業が工夫されている。さらに積極的に児童がＩＣＴ
機器を活用した授業となるようにしていくことが課題である。 

豊かな心の
育成 

支持的風土のあ
る学級をつくり、
役に立つことを
喜びとする子、笑
顔で挨拶する子
を育てる。 

Ｂ 

・「笑顔で挨拶、場に応じた言葉遣い」について年間を通じて指導し
てきた結果、自分から挨拶する児童が増えてきている。 
・学級活動の授業を活用してきたことで、学級のため、誰かのため
に役に立とうとする意見が見られるようになってきた。多くの児童に
学級への所属感の高まりが感じられる。 
・教育活動全体を通して、心の教育の充実を図っていってほしい。 

体力の向上 自己の目標に向
かってやりぬく
たくましい子を
育てる。 Ｂ 

・オリ・パラ教育や新宿ギネス等を通して、スポーツへの関心と体力
向上を目指している様子が伝わった。また、子供たちが運動に関心
をもつような体育朝会が実施されている。 
・さらに、プロ野球選手を講師に「投げ方教室」などの機会を設け、
子供たちが楽しみながら運動する様子が見られた。 
・体力調査の結果、都や区の平均より低い種目が見られる。結果を
分析し、さらに児童の体力向上を図っていく必要がある。 

特色ある教
育 

 

 

地域協働学校と
して、保護者・地
域と連携し、地域
の教育力を活か
した教育活動を
実施し、学校も地
域に貢献する。 

Ａ 

・地域協働学校での取り組みも５年目となり、運営協議会の運営や
スマイルクラブの活動も充実してきている。次年度以降も保護者や
地域社会との連携を深め、地域人材を教育活動に積極的に活用す
るなど、地域に根差した学校としてさらに発展してほしい。育成会の
「あいさつ隊」との連携も深めていく。 

地域教材を
活用した確
かな学力の
向上 

校内研究におけ
る地域教材を活
かした教材開発
を進める。 

Ａ 

・学級活動と総合的な学習の時間を通した研究が実践された。全員
ではないが、子供たちに話し合い活動を通した表現力が身に付い
てきているように感じる。次年度は、２９年度予定の生活科・総合的
な学習の時間の全国大会に向けた準備を計画的に進めてほしい。 

姉妹校交換
行事と金管
バンドの充
実 

天童市立干布小
学校との交流や
金管バンドの活
動を通して豊か
な情操を養う。 

Ａ 

・山形県天童市立干布小学校との交流は四谷小学校のよき伝統行
事として定着している。今後も継続とさらなる発展を望む。 
・今年度は、金管バンドの活躍が際立った。地域の行事やイベント
での演奏など、聞いていただいた方々からも好評であった。金管バ
ンド部員の技能が向上し、達成感を味わっている。 

３ 総合所見 
自己評価は概ね適正である。豊かな心や学力の育成、体力の向上などに課題も見られるが、現在の活動

を継続し、さらに工夫することで成果につながると考える。次年度も家庭と地域、学校が連携しながら指
導方法を工夫するとともに、具体的な改善策を考え、取り組みを充実させることで成果を期待したい。 


